

















































































































を「入学前」、当該養成課程の 4 選択肢を「養成課程」、入職後の 4 選択肢を「入職後」









 統制変数には、「回答者の年齢」と「所属機関の所在地」を用いる 6 注 7）。「回答者の




お、分析には IBM SPSS Statistics Version20 を使用した。  
 
表 1: 独立変数と統制変数の分布    
人数  割合  
ステークホルダ
ー  
養成機関  177 48.1% 
 
施設  173 47.0%  
専門職団体  18 4.9% 
回答者の年齢  40 歳未満  46 12.6%  
40 代（40～49 歳）  81 22.1%  
50 代（50～59 歳）  143 39.1%  
60 歳以上  96 26.2% 
所属機関の  
所在地  
首都圏（東京 23 区を含む）  56 15.7% 
 
京阪神  45 12.6%  











 表 2 は、知識の習得時期の多項ロジスティック回帰分析、二項ロジスティック回帰






























































































































表 5: 養成機関と施設の認識差のまとめ   





国語（日本語）  傾聴  他の人々へ
の関心  
心理学  会話力  社交性  
顧客・対人サービ
ス  





教育・訓練  調整力  
 
医学・歯学  時間管理力  
 






















性   
判断力  協調性   
問題解決力  注意深さ   
能動的な学習力  適応力・柔
軟性    
自発性    
自立心    
粘り強さ    
分析的思考    





































































































Sakata, Masataka, Akie Kobaru, and Koichi Hashimoto（２０１６），The Recognition of 
Professional Competencies:  focusing on managers of workplaces and faculties 
of training institutions,『東京大学大学院教育学研究科紀要』，５５，１０１－１１７頁。
砂上史子・秋田喜代美・増田時枝・箕輪潤子・中坪史典・安見克夫（２０１５），「幼稚園
４歳児クラスの片付けにおける保育者の実践知－時期の異なる映像記録に対する
保育者の語りの分析－」『日本家政学会誌』，６６（１），８－１８頁。
全国保育士養成協議会（２０１３），『「保育者の専門性についての調査」－養成課程から
現場へとつながる保育者の専門性の育ちのプロセスと専門性向上のための取り組
み－』（平成２４年度専門委員会課題研究報告書）
全国保育士養成協議会（２０１４），『「保育者の専門性についての調査」－養成課程から
現場へとつながる保育者の専門性の育ちのプロセスと専門性向上のための取り組
み－（第２報）』（平成２５年度専門委員会課題研究報告書）
― 71 ―
保育士の専門職コンピテンシー（石井・小原・橋本）
